
 

 

 

 

 

 

 

 



第６章 行財政経営分野 回答課: TOPへ

施策大項目 １．市政情報の提供の充実と市政に対する市民参加の推進 大項目名の変更必要性 なし

項目名

調査年度 H24年 H28年 R３年 参考順位
満足度 0.32 -0.12 0.06 13/36位
重要度 0.80 0.82 0.89 33/36位

10 人や国の不平等をなくそう 成果指標/現状 現行通り 市ホームページへのアクセス数 ←問題なし

17 パートナーシップで目標を達成しよう 成果指標/現状 現行通り 市ホームページ更新件数 ←問題なし

現状 現行通り ←要変更 ()内の表記を変更

↓各課意見

現行計画の内容 次期計画素案における変更・加除（案）
現況と課題 現況と課題

←変更なし
←変更なし
←変更なし

評価回答部署

内容

評価回答部署

内容

施
策
中
項
目

市民アン
ケート結果

市民の声

【市民アンケートより】「市⾧は色々なツールで発信してくれているので、SNSがわかる年代は助かります。ただ年配の方はワクチン予約すら危うい状況でした
（母88才）。」「あ、こんなことしてるんだ…と後から知ること、もしくは知らずに過ごしていることがたくさんあるように思います。（中略）興味が持てる、知りた
い参加したいと思えることをわかりやすくすべての人に、まずは届けることでは…。」
【ワークショップより】（どんなまちになるとよいかについて）「若い世代に、情報をわかりやすく伝える、地元についての理解を深めてもらう」　（その実現に向けて
すべきこととして）「広報紙のステークホルダーを増やす」「デジタル化を図って、広い範囲で発信（「本庄市アプリ」的な、市内で得できるものなどがあった方が
いい）」

関連する
SDGｓ

(各課回答より)

「成果指標」
「現状」の

項目案
(各課回答より)

めざす姿

１ 広報広
聴活動の充
実

←変更あり

２ 市民参
加の促進

←変更なし

企画課、広報課、行政管理課

市の情報発信や情報公開が充実し、まちづくりへ
の市民参加機会がたくさんある

市民の意見を聴く場の実施回数(対話集会・ﾜｰｸ
ｼｮｯﾌﾟ等)

アクセス数の指標は変更せず、目標値の見直しと現況と課題に文章を追加することとする。



評価回答部署

内容

協働による取組

計画名 期間 概要 変更有無 計画名 期間 概要

←変更なし

←変更なし

事業名 事業概要 変更有無 事業概要

←変更あり

←変更あり

←変更あり

←変更なし

←変更あり

←変更なし

関連計画

（
資
料
編
）

主
な
事
業
一
覧

施
策
中
項
目

３ 情報公
開・情報提
供の推進

←変更あり



第６章 行財政経営分野 回答課: TOPへ

施策大項目 ２．効率的・効果的な行政経営の推進 大項目名の変更必要性 なし

項目名

調査年度 H24年 H28年 R３年 参考順位
満足度 -0.41 -0.30 -0.15 25/36位
重要度 0.91 1.10 1.07 25/36位

5 ジェンダー平等を実現しよう 成果指標 現行通り 職員提案制度件数 ←問題なし
8 働きがいも経済成⾧も 成果指標 現行通り 高ストレスと判定される職員の割合 ←要変更 以下のとおり目標値を修正

9 産業と技術革新の基盤を作ろう 現状 現行通り 人口１万人あたり職員数（普通会計） ←問題なし

11 住み続けられるまちづくりを

現行計画の内容 次期計画素案における変更・加除（案）
現況と課題 現況と課題

←変更なし
←変更なし

←変更あり
評価回答部署

内容

評価回答部署

内容
２ 民間委
託等の推進

←変更あり

企画課、財政課、行政管理課

効率的・効果的な行政経営が進んでいる

施
策
中
項
目

市民アン
ケート結果

市民の声

【市民アンケートより】「他行政機関で「すぐやる課」等臨機応変な対応を常にでき得る体制作り。（中略）だから出来ないor不可能という答えは聞きたくな
い。」「埼玉県北部の熊谷市、深谷市、本庄市（本庄、美里、神川、上里）での市町村合併とか連合とかで住み良い地域での考えが必要かと思いま
す。」「もっと民間人や若年層の意見を取り入れる必要がある。いつものメンバーでいつも同じ議論をしても、大体いつもと同じ結果で問題が先送りされる。」
「人口減少し続けている中で、市役所職員数は変わっているように見えません。無駄な職員も多いのではないでしょうか。」

関連する
SDGｓ

(各課回答より)

「成果指標」
「現状」の

項目案
(各課回答より)

めざす姿

１ 行政改
革の推進

←変更あり



評価回答部署

内容

評価回答部署

内容

評価回答部署

内容

評価回答部署

内容

評価回答部署

内容

評価回答部署

内容

協働による取組

３ 組織、機
構の見直し

←変更あり

５ 適正な
人事管理

←変更あり

６ 職員の
意識改革と
人材育成

←変更なし

７ 職員の
健康管理と
良好な職場
環境の整備

←変更あり

←変更あり４ 広域行
政の推進

８ データの
集積と活用
の推進

施
策
中
項
目

新規



計画名 期間 概要 変更有無 計画名 期間 概要

←変更あり

←変更あり

←変更あり

←変更あり

←削除

←削除

新規

事業名 事業概要 変更有無 事業概要

←変更なし

←変更なし

←変更なし

←変更なし

←変更あり

←変更なし

←変更なし

←変更なし

←変更なし

←変更なし

←変更あり

←変更なし

←変更なし

←変更なし

←変更なし

新規

関連計画

（
資
料
編
）

主
な
事
業
一
覧



第６章 行財政経営分野 回答課: TOPへ

施策大項目 ３．早稲田大学との基本協定に基づく施策の推進 大項目名の変更必要性 なし

項目名

調査年度 H24年 H28年 R３年 参考順位
満足度 0.06 -0.07 0.07 12/36位
重要度 0.28 0.64 0.55 36/36位

4 質の高い教育をみんなに 現状 現行通り ←要変更 表記の一部を削除した。

9 産業と技術革新の基盤を作ろう 成果指標/現状 現行通り 同上・市内小学生の参加割合 ←問題なし

10 人や国の不平等をなくそう 成果指標 現行通り 早稲田大学との協働事業数 ←問題なし

現行計画の内容 次期計画素案における変更・加除（案）
現況と課題 現況と課題

←変更なし
←変更なし

←変更あり
評価回答部署

内容

評価回答部署

内容

関連する
SDGｓ

(各課回答より)

「成果指標」
「現状」の

項目案
(各課回答より)

←変更なし

←変更なし

企画課、行政管理課

早稲田大学とのまちづくりに関する連携事業に
よって先進的なまちづくりが進んでいる

早稲田大学との人材育成連携事業

めざす姿

１ 協働連
携によるまち
づくり

２ 協働連
携による人
材育成

施
策
中
項
目

市民アン
ケート結果

市民の声 【ワークショップより】「高校生・大学生が交流できるイベントがやりたい」　（理想のまちの実現に向けてすべきこととして）「研究者の協力（問題点をあぶり出
し、解決のアイデアをいただく、専門性の活用）」



評価回答部署

内容

評価回答部署

内容

協働による取組

計画名 期間 概要 変更有無 計画名 期間 概要

←変更なし

←変更なし

事業名 事業概要 変更有無 事業概要

←変更なし

←変更なし

←変更なし

←変更なし

←変更なし

←変更なし

新規

関連計画

（
資
料
編
）

主
な
事
業
一
覧

４ 協働連
携による研
究支援

←変更なし

３ 協働連
携による文
化の育成・
発展

←変更あり
施
策
中
項
目



第６章 行財政経営分野 回答課: TOPへ

施策大項目 ４．電子自治体の推進 大項目名の変更必要性 あり

項目名

調査年度 H24年 H28年 R３年 参考順位
満足度 -0.10 -0.07 -0.03 20/36位
重要度 0.58 0.71 0.92 32/36位

3 すべての人に健康と福祉を 成果指標 現行通り 電子申請システム利用手続数 ←要変更 オンラインによる各種手続数

4 質の高い教育をみんなに 成果指標 現行通り 公衆Wi-Fi環境の整備施設数 ←要変更

9 産業と技術革新の基盤を作ろう 現状 現行通り 全国のインターネット利用人口・普及率 ←問題なし

現状 現行通り 全国のスマートフォンの保有率（世帯） ←問題なし

↓各課意見
公衆WiFi環境の整備施設数は、目標値を達成しており、ほぼすべての公共施設へ設置が完了（情報システム課）

現行計画の内容 次期計画素案における変更・加除（案）
現況と課題 現況と課題

←変更あり
←変更なし
新規

評価回答部署

内容

評価回答部署

内容
←変更あり

←変更あり

情報システム課

４．行政のデジタル化の推進

インターネットを利用した行政サービスが充実し
ている

マイナンバーカードの交付率　目標値１００％

市民アン
ケート結果

市民の声

【市民アンケートより】「PC・携帯等の発達により、それを理解出来ない人達が置いて行かれていっていると思います。市役所でもっとフォローする部署を充実し
てもらいたい。理解出来ない人は、分からなかったり諦めたりしている気がする。」「インターネットを利用した行政サービスをしているが、高齢者に届いているの
か。インターネットや通知で独居・認知症の人に対し、どれだけの人が理解出来るか。」「マイナンバーカードを作りましたが、要は人全員に番号がついたわけで
す。便利になる反面、個人情報などが流出の危険あり。」「各書類の申請など出向いて役所で記入するようなやり方ではなく、インターネットを使用した手続を
充実させてもらいたい」「月ごとの医療費の通知は，郵送ではなくメールでの通知に移行することで，経費と資源の削減になると思います。」

関連する
SDGｓ

(各課回答より)

「成果指標」
「現状」の

項目案
(各課回答より)

施
策
中
項
目

めざす姿

１ ICT ※
の利活用に
よる市民の
利便性の向
上

２ ICT ※
の利活用に
よる効率
的・安定的
な行政事務
の推進



評価回答部署

内容

評価回答部署

内容

協働による取組

計画名 期間 概要 変更有無 計画名 期間 概要

←変更あり Ｒ５年度－ 本市のＩＣＴ推進の理念や基本的な方向を示す指針

←変更なし

事業名 事業概要 変更有無 事業概要

←変更あり

←変更あり

←削除

←変更あり

←変更あり

←変更なし

←変更なし

（
資
料
編
）

主
な
事
業
一
覧

関連計画

←変更あり
施
策
中
項
目

３ 情報セ
キュリティ対
策の強化

４ 行政シス
テムにおける
大規模災害
に対する対
策の強化



第６章 行財政経営分野 回答課: TOPへ

施策大項目 ５．自主性・自立性の高い財政運営の確立 大項目名の変更必要性 なし

項目名

調査年度 H24年 H28年 R３年 参考順位
満足度 -0.45 -0.12 0.04 14/36位
重要度 1.28 1.11 1.06 26/36位

11 住み続けられるまちづくりを 成果指標/現状 現行通り 経常収支比率 ←問題なし

12 つくる責任、つかう責任 成果指標/現状 現行通り 実質公債費比率 ←問題なし

17 パートナーシップで目標を達成しよう 成果指標/現状 現行通り 将来負担比率 ←問題なし

成果指標 現行通り 20歳代・30歳代の転入超過人口 ←要変更 20代・30代の転入超過人口

現行計画の内容 次期計画素案における変更・加除（案）
現況と課題 現況と課題

←変更あり
←変更なし

←変更なし

評価回答部署

内容

評価回答部署

内容

評価回答部署

内容

企画課、広報課、財政課、課税課

財産や公共施設が適正に管理され健全な財政運営
が行われている

３ 財産管
理の効率化

←変更あり

めざす姿

１ 自主財
源の確保

←変更あり

２ 計画的
な財政運営

市民アン
ケート結果

市民の声

【市民アンケートより】行政サービスと市民負担とのバランスについて、「負担は多少増えても、サービス水準を維持するべき」が45.8％と最も多く、次いで「どち
らともいえない」が19.9％、「負担は変えないこととし、結果的にサービス水準が下がるのはやむを得ない」が14.4％と続いている。
自由意見は以下のとおり。「公共財施設の統廃合。人口減少に伴い使用頻度が減る施設が多くなってくる。一度作られた制度や施設の廃止は難しいが毅
然として立ち向かうこと。」「ふるさと納税で税収が見込める魅力ある市になって欲しいです。」「税金の減少は目に見えています。今までのように、全方位の支
援を見直し、優先順位をつけた対策を実施すべきです。」

関連する
SDGｓ

(各課回答より)

「成果指標」
「現状」の

項目案
(各課回答より)

←変更あり

施
策
中
項
目



評価回答部署

内容

評価回答部署

内容

評価回答部署

内容

協働による取組

計画名 期間 概要 変更有無 計画名 期間 概要

←変更なし

←変更なし

←変更なし

新規

事業名 事業概要 変更有無 事業概要

←変更なし

←変更なし

←変更あり

←変更あり

←変更あり

←変更なし

←変更なし

施
策
中
項
目

４ 事業コス
トの縮減

←変更あり

５ 公共施
設等の適正
な配置

←変更あり

関連計画

（
資
料
編
）

主
な
事
業
一
覧

６ まちの魅
力創造

←変更あり


